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　市内で収集されたし尿を適正に処理している。

　バキューム車で収集されたし尿を、脱水機を使い水分を取り、水分については生物処理を

行い公共下水道へ放流し処理を行っている。残った汚泥については、し尿浄化槽汚泥処理

施設の真空乾燥機に送られ乾燥後、処理業者により焼却され埋め立て処分されている。

　昭和62年度より稼動している施設で、老朽化が進んでいるため、平成21年度に「し尿処理

施設整備基本構想策定のため基礎資料」を作成し、これに基づき平成22年度に「クリーンセ

助成 0
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施設整備基本構想策定のため基礎資料」を作成し、これに基づき平成22年度に「クリーンセ

ンター精密機能検査」を実施し、「し尿処理施設整備基本計画書」を策定した。

　平成23年度は、施設修繕を進めるため、生活環境影響調査を実施し報告書にまとめ縦覧

に供じ、平成24年度は、施設整備に係る補助申請や都市計画決定、改修工事仕様書など

の作成を行う。
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　昭和62年度より稼動している施設のため、老朽化が進んでいるが、適切な維持管理

を行い、市内から排出されるし尿の処理を円滑に行った。
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　し尿処理事業は、市民の日常生活に欠くことのできない重要な事業であり、し尿処

理の必要がなくなるまでは、廃止または休止することはできない。
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　昭和62年度より稼動している施設で、老朽化が進んでいるため、平成25年度からし

尿浄化槽汚泥処理施設の機能も併せた施設として改修工事する計画である。

　2施設をまとめる事により、相当の経費節減が図れるものと考える。
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事業実施におけ

る課題等

　し尿浄化槽汚泥処理施設の機能も併せた施設とするため、平成25年度から改修工

事を実施し、市内のし尿処理に必要な機能を保持する。

　施設の老朽化が進んでいるが、法律で市においてし尿処理をすることが義務付けら

れており、公共下水道が整備されるまで、処理機能を保持する必要があると判断し

た。

方向性の判定


